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Ⅲ 三田谷 I遺跡の九木舟と網代

1.は じめ に

ここでは三田谷 I遺跡から出上 した縄文時代の丸木舟と網代について報告する。当該年度 (1997

(平成 9))の調査報告はすでに刊行済み (島根県 a2000 以下「既刊報告書」とする)で あるが、

これらは保存処理期間との兼ね合いから先の報告に掲載することができなかったものである。

保存処理は 1998(平成 10)年度から約 3ヶ 年にわたり、 (財)元興寺文化財研究所に委託 して行っ

た。保存処理の完了と専用台座の完成に伴い詳細な観察が可能になったため、今回改めて報告する。

出土状況図等は既刊報告書に掲載済みなのでここでは省略する。従って丸木舟については既刊報

告書第 2章第 2節 8「湖沼」(pp87-90)、 網代については同第 2章第 2節 7「貯蔵穴」(pp84-86)、

をそれぞれ参照 していただきたい。

計測値は保存処理前の値である。また、既刊報告書との異同については本報告をもって訂正 し正

報告とする。本報告の作成には既刊報告書第2章第1節 2及び例言にあげた調査員があたったほか小

田川悠美、糸賀五月、森山善三、糸賀伸文の協力を得た。写真撮影は広江耕史と熱田が行った。ま
,

た既刊報告書であげた方々のほか中村唯史 (島根県立三瓶自然館)、 中原斉 (鳥取県教育委員会)、

岸本浩忠 (鳥取県立博物館)の各氏にも助言をいただいた。記 して感謝する次第である。

2.丸  木 舟 (図版 1～ 8)

1)出土状況の概要

丸木舟の出土地点は神戸川右岸か ら東に約 400m入 った谷の中央で、地表下 3.lm、 標高 11.4m

の埋没湖沼の泥質埋土から出土 した (図版 と、 2)。 湖沼の成因については既に明 らかにされてい

るように三瓶太平山の噴火に起因する。噴火後に火山性の粗砂が洪水となって流下 し、これが厚 く

堆積 して谷の出口を塞 ぐ格好で堰止湖を作り出したものと考えられる。堆積 した粗砂は安定 した沖

積段丘となりその後の時代を通 じ平坦な生活面となった (中村・渡辺 2000)。

湖沼底は緩やかな皿状を呈 し、最下底の標高は 10.85mで ある。湖底面は火山灰の 2次堆積層

(第Ⅷ層 基本層序については既刊報告書 p9参照)が広がっている。後述するように出土 した縄文

土器から、湖沼は短期間に姿を消したようである。湖沼の水位が低下 した後、湿潤な窪地としてその

痕跡を留めていたと思われるが、縄文後期末～晩期初頭には湖沼埋土を基盤に河道 (SD04)ん 形ゞ成

される。

丸木舟が出土 したのは湖沼の南岸か ら北に 13.2mの位置で、湖沼最下底から若干東によった位

置にあたる。船首 と思われる側を岸に向け、船底外面を湖底から20cm浮かせた状態で完全に湖沼

埋土に埋没 していた。付近に舟を繋留するための杭などは見当たらなかった。

舟の中央部分は発見時の作業でかなり切断 し、船尾端部は調査初期の段階に重機を使用 して開け

た トレンチによって欠損 してしまった。ほぼ完形で埋 もれていたことを考えると非常に残念な結果

となった 1)。 これら2次的な改変を別にすると右舷船尾側の船縁端部が土圧によって若干内側に折

れ曲がっていた。船内からの出土遺物はない。船外からは湖沼埋土に含まれる土器片を除けば左舷

側 0,3mの 位置で 21× 16cm、 重量 5 kgの 円レキが 1点出土 した (図版 3)。 出土 したレベルは船底
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外面のそれとほぼ同じであった2)。

2)丸木舟の概要

残存長 5,54m、 幅 44～ 60cm、 内法幅は 40～ 56cm、 舷側から船底内面までの深さは最大で 15。 lcm、

船底の厚さは 5 cm前後である。前述のように一端を失っているので舟の前後を決めかねるが、ここ

では丸 く尖った端部を残す幅広の側を船首と考える。舷側は遺存状態が悪 く、中央の右舷側 (第 1

図の中央横断面)にかろうじて本来  ｀

の形状が残されている。この部分の

舷側の厚さは 2 cmと 薄 く、端部は丸

みを帯びている。船底内面は中央付

近で幅 2～ 30cm程度の座面 らしき平

坦面を削り出しているようにも見え

るが、あまり明確でなく断面は概ね

緩やかなU字状をなす。また舎1り 残

し横帯はない。

石器による加工痕は確認できない

が、内面の 4ヶ 所に焦痕が認められ

る。大きさは最大のもので 15× 8.5

cmで ある。 これ らのうち船尾の右

舷内面に突出した節部 (図版 6下 )

が炭化 している以外は船体に対 し窪

み状になって残されている (図版 6

上 。中)。

外面の加工は、船首側で船底外面

を比較的平坦に削り、舷側に向け丸

みを残して仕上げている (図版 7中 )。

一方船尾側はあまり加工せず樹皮を

剥いだ程度で幹の丸みをそのまま残

している3)。
右舷外面に小枝の節が

削 り残されていることからもそのこ

とが窺える (図版 7下 )。

樹種はスギで、木取 りは幅広の根

元側を船首に、梢側を船尾としてい

る。舶先の立ち上がり部分に芯は残

されていない。この部分の年輪のカー

ブと残された舶先の大きさから考え

て芯は当初から残されていなかった

ものと思われる。
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第 1図 三田谷I遺跡出土丸木舟実測図 (S=1/30)
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3)ま とめ

船尾を欠損 してしまったため本来の形状は不明であるが、 トレンチとの位置関係から全長は7m

を超えることはなく、遺存する部分の状況から6m程度と推定できる。舷側の立ち上がりは座面か

ら15cmと 浅 く、「内水域航行用」
4)の

特徴を持つ。

船首・船尾の区別については、他の出土例を見る限り明確にできない場合がある。両端を細 くあ

るいは丸みを持たせてとがらせる鰹節形では舷側幅の狭いほうを船首とする例が多いが、実際の操

船上前後の区別があったかどうか定かでない。折衷形 (清水1975)の 例では桂見遺跡第 2号丸木舟

(鳥取県 1996)や 長命寺湖底遺跡例 (滋賀県 1984)の ように狭端側が船尾になる場合 もある。本例

の場合、折衷形の可能性 も考慮 し広端側を船首と考えた。

使用 した原木は、根元側にあたる船首部分の直径が推定で 65cmを 超えるスギで、芯を残 してい

ないことから1/3程度に縦割 りして原材としたものと推定できる。内面の焦痕は、これまで指摘され

ているように舎1り 込み作業を容易にするために材を焼いたことを示 している。焦痕が船体に対 し窪

みとなって残っているのは内面の仕上げが及ばなかったためであろう。

舟の年代について考察する。使用年代の上限は特殊な条件を考慮 しなければ、三瓶太平山の噴火

に起因する湖沼成立時をあてることができる。下限については舟が完全に埋没 していたことから、

湖水面の消滅以前のある時期とできよう。次にこの時期幅を上器編年で確認する。湖沼内埋土から

出上 した土器には口縁端部外面と胴部下半に縄文を施す縄文地の鉢と鐘崎式の精製鉢、粗製ではあ

るが回縁端部内面を肥厚させる特徴をもつ深鉢がある。外面施文の縄文地鉢は崎ヶ鼻 1、 2式、沖

丈式 (千葉 1989,2001)に 見 られ、鐘崎式の鉢が伴出していることから湖沼出土土器を崎ヶ鼻 2

式～沖丈式の幅で捉えることができる。湖沼埋土を切 り込む河道 (SD04)か らは岩田 4類の深鉢

のほか黒色磨研の浅鉢、凹線文土器が出土 しているので、湖沼の存続下限は最大でも凹線文土器出

現より前とできる。以上から丸木舟の時期は湖沼の存続 した後期前葉～中葉の短期間に限定できる。

最後に舟の利用形態について、遺跡の立地条件から推測 してみる。舟が出土 した湖沼が幅 50m、

奥行 き120m程度
5)の

規模であったことを考えると、谷奥の小規模な湖水上がこの舟の主な活動の

舞台だったとは考えにくい。調査所見からすると湖沼は谷奥に孤立 して存在 したのではなく権現山

の裾に河道を形成 し、半分丘陵との間を経て神戸川の氾濫原とつながっていたと考えられる。従っ

て舟の活動範囲を湖沼に限定する必要 もなく、むしろ神戸川やその河口に広がる入 り海で利用され

たと考えるほうが自然であろう。なお、出土地点が集落に直結 した湖沼とはいえ神戸川の氾濫原に

対 し比高差のある谷奥であったことから、丸木舟には波静かな内水域の航行だけでなく小河川の遡

上という利用形態も存在 した可能性が考えられる。

三田谷の縄文集落の実態については不明な点が多いが、沖積段丘上 (島根県 1999)や谷奥の三

田谷Ⅲ遺跡 (島根県 b2000)か ら縄文後期中葉以降の遺物が出土 していることから、湖沼を挟んで

集落が営まれていたと考えられる。丸木舟が出土 した桂見遺跡 (鳥取県 1996)や 元水茎遺跡 (水

茎 C遺跡 滋賀県 1996、 2002、 水野 1975)な どは入 り海や潟湖に接 して展開 した集落であり、神

戸川とつながる湖沼を抱えた三田谷 I遺跡にも同様の立地特性を指摘できる。このような水辺の縄

文集落では単材の舎1り 舟が漁携や物資の運搬などの生業活動を支え、さらには内水域をとりまく集

落間の交流を推 し進めるために重要な役割を果たしたことであろう。三田谷 I遺跡の丸木舟は、こ

のような縄文人たちの諸活動の一端を具体的に示す資料として大きな意義を持っている。
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3.堅 果類貯蔵穴 出土 の網代 (図版 9)

三田谷 I遺跡で確認できた堅果類貯蔵穴は 20基である。縄文時代後期末～晩期初頭の流路 (SD

04)の 右岸側に分布する傾向があり、切合関係からこれらは縄文晩期中葉以降と考えられる。

網代が見つかったのは貯蔵穴 SP29で ある。土墳の底径は 0.65m、 覆土は暗褐色の粘質ブロック

土で、アカガシ 11、 イチイガシ2が出土 した。網代は編み方の異なる 2枚が土墳の底に敷かれた

状態で出上 した。便宜的に中央部の網代を 1号網代、 1号網代に一部重なるように土墳の一方に寄っ

て敷かれた方を 2号網代とする。 1号網代は幅 l cm前後の樹皮を素材にし、経、緯を交互の編む部

分や径に対 し緯が 2, 3本超えて、 1本潜り、 1本送るような編み方 も見受けられる。一方、 2号

網代は幅 0.4～ l cmの樹皮を 5～ 10本程度を経 。緯各条の単位として編んでいる。 これら 2つ の

網代には付属 していたと考えられる撚 り紐が 2本確認でき、本来は籠のようなものであって堅果類

の取 り出しを容易にするために開いて貯蔵穴の底面に敷いたものと思われる。

0                  2 0cm
1

″
0 pi

三田谷 I遺跡出上網代実測図 (S=1/5)



同様な構造を指摘できる貯蔵穴として SP37が ある。底径 0.67～ 0.62m、 深さ0.4mの 貯蔵穴底面

に粗割 したカヤの木を 8本敷き詰めている。 ここからは トチが 8個出土 したにすぎず、SP29と 同

様に堅果類の出土量が他の貯蔵穴に比べて少ないことからも先の推定を裏付けている。

江

1)保存処理では、中央部の欠損は補強を兼ね樹脂で充填 。整形を行ったが、船尾は復元を行わなかった。

2)浦入遺跡では丸木舟に近接 して出土 したレキを碇石としている (京都府 2001)。 本例の石の場合、重量が

5 kgと 軽 く加工痕 も無いため、果たして碇の用をなしたかどうか判断に苦 しむ。

3)鳥浜貝塚 1号丸木舟でも外面はあまり加工されていない (網谷 1996)。

4)中原は桂見遺跡から出土 した 2艘 の丸木舟の形態差に着目し、外洋での漁携や遠隔地間での物資運搬な

どの「外洋航行用」 と波の静かな内水域での漁携や集落間の物資運搬等を役割とする「内水域航行用」の

存在を指摘 している (中原 1998)。 なお中原はその所論で三田谷例を前者としているが舷側部が浅いのでこ

こでは後者を想定できる。

5)舟が出土 した地点より更に谷奥の三田谷Ⅲ遺跡では湖沼の痕跡が確認できなかったことによる (島根県

b2000)。
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土器残存脂肪
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Ⅳ 三田谷 I遺跡出土土器残存脂肪分析

帯広畜産大学生物資源科学科

(株)ズ コーシャ総合科学研究所

中野益男

中野寛子、長田正宏

動植物を構成 している主要な生体成分にタンパク質、核酸、糖質 (炭水化物)および脂質 (脂肪・

油脂)がある。これらの生体成分は環境の変化に対 して不安定で、圧力、水分などの物理的作用を

受けて崩壊 してゆくだけでなく、上の中に棲んでいる微生物による生物的作用によっても分解 して

ゆく。これまで生体成分を構成 している有機質が完全な状態で遺存するのは、地下水位の高い低地

遺跡、泥炭遺跡、貝塚などごく限られた場所にすぎないと考えられてきた。

最近、 ドイツ新石器時代後期にバター脂肪が存在 していたこと、古代遺跡から出土 した約 2千年

前の トウモロコシ種子、約 5千年前のハーゼルナッツ種子に残存する脂肪の脂肪酸は安定 した状態

に保持されていることがわかった。 このように脂肪は微量ながら比較的安定 した状態で千年 。万年

という長い年月を経過 しても変化 しないで遺存することが判明した。

脂質は有機溶媒に溶けて、水に溶けない成分を指 している。脂質はさらに構造的な違いによって

誘導脂質、単純脂質および複合脂質に大別される。これらの脂質を構成 している主要なクラス (種 )

が脂肪酸であり、その種類、含量ともに脂質中では最も多い。脂肪酸には炭素の鎖がまっすぐに延

びた飽和型と鎖の途中に二重結合をもつ不飽和型がある。動物は炭素数の多い飽和型の脂肪酸、植

物は不飽和型の脂肪酸を多 く持つというように、動植物は種ごとに固有の脂防酸を持っている。ス

テロールについても、動物性のものはコレステロール、植物性のものはシトステロール、微生物は

エルゴステロールというように動植物に固有の特徴がある。従って出土遺物の脂質の種類およびそ

れらを構成 している脂肪酸組成と現生動植物のそれとを比較することによって、日に見える形では

遺存 しない原始古代の動植物を判定することが可能となる。

このような出土遺物に残存する脂肪を分析する方法を「残存脂肪分析法」という。この「残存脂

肪分析法」を用いて、三田谷 I遺跡から出土 した土器の性格を解明 しようとした。

1.土器 および土壌試料

島根県出雲市に所在する三田谷 I遺跡の土墳状遺構内から出上 した土師器壷と壼内外の上壌試料

を分析 した。この遺構 SX-01は 12世紀後半頃のものと推定されている。遺跡内の遺構配置状

況およびSX-01内 での壺配置状況を図 1に示す。試料N61と h2は壺Nα lの もので、Nα lは 壷

そのもの、陥 2は壷内土壌、NQ 3～配 6は壷Nα 2の もので、配 3は壷そのもの、Nα 4～ Nα 6は壷内

のそれぞれ上層、中層、下層土壌、配 7は SX-01周 辺から採取 した対照土壌試料である。

2.残 存脂肪の抽 出

土壌試料 1129gと 1524gに 試料が浸漬する量、土壌試料 70～ 466gに 3倍量のクロロホルムー

メタノール (2:1)混液を加え、超音波浴槽中で 30分間処理 し残存脂肪を抽出した。処理液を濾過

後、残澄に再度クロロホルムーメタノール混液を加え、再び 30分間超音波処理をする。 この操作
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をさらに 2回繰 り返 して残存脂肪を抽出した。得 られた全抽出溶媒に 1%塩化バ リウムを全抽出溶

媒の 4分の 1容量加え、クロロホルム層と水層に分配 し、下層のクロロホルム層を濃縮 して残存脂

肪を分離 した。

残存脂肪の抽出量を表 1に示す。抽出率は土器試料が 0.0009%と 0.0015%、 平均 0.0012%、 土

壌試料が 0.0018～ 0.0181%、 平均 0.0087%で あった。この値は全国各地の遺跡から出土 した土壌、

石器、土器等の試料の平均抽出率 0.0010～ 0.0100%の範囲内ではあるが、土器試料は低めであった。

残存脂肪をケイ酸薄層クロマ トグラフィーで分析 した結果、脂肪は単純脂質で構成されていた。

このうち遊離脂肪酸が最 も多 く、次いでグリセロールと脂肪酸の結合 した トリアシルグリセロール

(ト リグリセリド)、 ステロールエステル、ステロールの順に多 く、微量の長鎖炭化水素も存在 して

いた。

3。 残存脂肪 の脂肪酸組成

分離 した残存脂肪の遊離脂肪酸 と トリアシルグリセロールに 5%メ タノール性塩酸を加え、

125℃封管中で 2時間分解 し、メタノール分解によって生成 した脂肪酸メチルエステルを含む画分

をクロロホルムで分離 し、さらにジアゾメタンで遊離脂肪酸を完全にメチルエステル化 してから、

ヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:30:1)ま たはヘキサンーエーテル (85:15)を展開溶媒とす

るケイ酸薄層クロマ トグラフィーで精製後、ガスクロマ トグラフィーで分析 した。

残存脂肪の脂肪酸組成を図 2に示す。残存脂肪から12種類の脂肪酸を検出した。このうちパル

ミチン酸 (C16:0)、 ステアリン酸 (C18:0)、 オレイン酸 (C18:1)、 リノール酸 (C18:2)、 アラキジ

ン酸 (C20:0)、 エイコサモノエン酸 (C2011)、 ベヘン酸 (C22:0)、 エルシン酸 (C22:1)、 リグノセ

リン酸 (C24:0)、 ネルボン酸 (C24:1)の 10種類の脂肪酸をガスクロマ トグラフィーー質量分析に

より同定 した。

試料中の脂肪酸組成パターンを見ると、試料Nα 6を除くすべての試料中で主要な脂肪酸はパル ミ

チン酸で、次いでステアリン酸、オレイン酸、ステアリン酸の順に多 く分布 していた。試料Nα 6で

は主要な脂肪酸がパル ミチン酸とオレイン酸の両方で、ほぼ同程度分布 していた。一般に考古遺物

にはパル ミチン酸が多 く含まれている。これは長い年月の間にオレイン酸、 リノール酸といった不

飽和脂肪酸の一部が分解 し、パル ミチン酸を生成するためで、主として植物遺体の上壌化に伴う腐

植物から来ていると推定される。オレイン酸の分布割合の高いものとしては、動物性脂肪と植物性

脂肪の方が分布割合は高い。ステアリン酸は動物体脂肪や植物の根に比較的多 く分布 している。 リ

ノール酸は主として植物種子・葉に多 く分布する。また、試料Na 3に 見 られるような全脂肪酸が谷

状に分布するパターンは、試料中に動物性脂肪が含まれている場合の典型的なものである。

一方高等動物、特に高等動物の臓器、脳、神経組織、血液、胎盤に特徴的にみられる炭素数 20

以上のアラキジン酸、ベヘン酸、 リグノセリン酸などの高級飽和脂肪酸はそれら3つ の合計含有率

が試料h3で約 40%、 h4で約 31%、 他のすべての試料中で約 12～ 21%で あった。通常の遺跡出

土土壌中の高級脂肪酸含有率は約 4～ 10%で あるので、試料中での高級脂肪酸含有量はすべての

試料中で多めで、特に試料Nα 3と 配 4で は非常に多かった。試料配 1に は高級不飽和脂肪酸である

エルシン酸 も約 14%分布 していた。エルシン酸は古代のナタネ油やダイコン、カランナ等のアブ

ラナ科植物の種子に特異的に分布 している脂肪酸である。高級飽和脂肪酸含有量が多い場合として
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は、試料中に高等動物の血液、脳、神経組織、臓器等の特殊な部分が含まれている場合と、植物の

種子・葉などの植物体の表面を覆うワックスの構成分が含まれている場合とがある。高級脂肪酸が

動物、植物のどちらに由来するかは、コレステロールの分布割合によって決めることができる。概

して、動物に由来する場合はコレステロール含有量が多く、植物に由来する場合はコレステロール

含有量が少ない。

以上、三田谷 I遺跡の壷Nα 2そ のものの試料Nα 3を 除くすべての試料中では主要な脂肪酸がパル

ミチン酸で、陥 3で は主要な脂肪酸がパルミチン酸とオレイン酸の両方でほぼ同程度分布 している

ことがわかった。高級飽和脂肪酸 もすべての試料中で多めで、特に壼Nα 2の h3と No.4に は非常に

多 く含まれていることがわかった。また、壷Nα lそ のものの試料No lに は高級不飽和脂肪酸のエル

シン酸が多く含まれていることもわかった。

4.残 存脂肪 の ステ ロール組成

残存脂肪のステロールをヘキサンーエチルエーテルー酢酸 (80:3011)を 展開溶媒とするケイ酸

薄層クロマ トグラフィーで分離・精製後、 ピリジンー無水酢酸 (1:1)を 窒素気流下で反応させて

アセテート誘導体にする。得 られた誘導体をもう一度同じ展開溶媒で精製 してから、ガスクロマ ト

グラフィーにより分析 した。残存脂肪の主なステロール組成を図 3に示す。残存脂防から20～23

種類のステロールを検出した。このうちコプロスタノール、コレステロール、エルゴステロール、

カンペステロール、スチグマステロール、シトステロールなど 8種類のステロールをガスクロマ ト

グラフィーー質量分析により同定 した。

各試料中のステロール組成をみると、動物由来のコレステロールは試料N61と Nα 3に約 12～ 13

%、 他のすべての試料中に約 5～ 7%分布 していた。通常一般的な植物腐植土中にはコレステロー

ルは 2～ 6%分布 している。従って、コレステロール合有量は試料hlと Nα 3で多めで、他のすべ

ての試料中でほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

植物由来のシトステロールはすべての試料中に約 10～ 16%分布 していた。通常の遺跡出土土壌

中にはシトステロールは 30～ 40%も しくはそれ以上に分布 している。従って、 シトステロール含

有量はすべての試料中で通常の遺跡出土土壌の植物腐植土中でよりも少なめであった。

クリ、クル ミ等の堅果植物由来のカンペステロール、スチグマステロールは、カンペステロール

が試料N65に約 13%、 他のすべての試料中に約 3～ 9%、 スチグマステロールがすべての試料中

に約 5～ 9%分布 していた。通常の遺跡出土土壌中にはカンペステロール、スチグマステロールは

1～ 10%分布 している。従って、試料中のカンペステロール含有量が試料No 5でわずかに多いのみ

で、他の試料中のカンペステロール含有量とスチグマステロール含有量は通常の遺跡出土土壌中の

植物腐植土並であった。

微生物由来のエルゴステロールは試料配 7に約 6%、 他のすべての試料中に 1%前後分布 してい

た。試料Nα 7の エルゴステロール含有量は他に比べると若干多 くはあるが、この程度の量は土壌微

生物の存在による結果と考えられる。

哺乳動物の腸および糞便中に特異的に分布するコプロスタノールは、すべての試料中に約 1～ 3

%分布 していた。コプロスタノールは一般的な遺跡出土土壌中では分布 していても 1～ 2%く らい

で、通常は殆ど検出されない。また、コプロスタノールの分布により試料中での哺乳動物の存在を
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確認することができる他に、通常コプロスタノールが 10%以上含まれていると、コプロスタノー

ルとコレステロールの分布比から試料中に残存 している脂肪の動物種や性別、また遺体の配置状況

などが特定できる場合がある。試料中のコプロスタノール含有量は試料Nα 5が ごくわずかに多 くは

あるが、ほぼ通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みであった。

一般に動物遺体の存在を示唆するコレステロールとシトステロールの分布比の指標値は土壊で

0.6以上、土器・石器・石製品で 0.8～ 23.5を とる。試料中のコレステロールとシトステロールの

分布比を表 2に 示す。表からわかるように分布比は試料Nα lと NQ 3が 0.8以上、h2が約 0.5、 Nα

5が約 0.7、 他の試料が 0.4前後であった。 このことは試料配 1、 NQ 3、 血 5に は動物遺体または

動物由来の脂肪が残存 していることを示唆 している。試料配 2の値は0.6以下ではあるが、0,6に

近 く、対照試料No 7の値の 0.36よ りも高いことからこの試料中にも動物遺体または動物由来の脂

肪が残存 している可能性がある。

以上、三田谷 I遺跡の試料中に含まれている各種ステロール類は、動物由来のコレステロールが

2つ の壷そのものの試料中に多 く、堅果植物由来のカンペステロールが壷Nα 2内 中層試料血 5にわ

ずかに多いのみで、他のステロール類はすべて通常の遺跡出土土壌中の植物腐植土並みか少なめに

含まれていることがわかった。コレステロールとシトステロールの分布比は 2つ の壷そのものの試

料が 0.8以上、壺内土壌試料 も0.6以上か 0.6に近い値を示 し、遺構周辺対照土壌試料の値が最 も

低いことから、壷および壺内土壌試料中には動物遺体または動物由来の脂肪が残存 している可能性

があることがわかった。コレステロール含有量を考え合わすと、脂肪酸分析で多めに分布 していた

高級飽和脂肪酸は高等動物の血液、脳、神経組織、臓器、胎盤等の特殊な部分由来のものである可

能性が高い。

5.脂 肪酸組成 の数理解析

残存脂肪の脂肪酸組成をパターン化 し、重回帰分析により各試料間の相関係数を求め、 この相関

係数を基礎にしてクラスター分析を行って各試料の類似度を調べた。同時に試料中に残存する脂肪

の持主を特定するために、出土土壊を土壊墓と判定 した兵庫県寺田遺跡、出土土器を幼児埋葬用甕

棺と判定 した静岡県原川遺跡、 ヒトの体脂肪、出土土墳を再葬墓と判定 した宮城県招萩遺跡、 ヒト

の骨油、 ヒトの胎盤、ニホンジカ、イノシシ、タヌキ、イヌ、クジラのような動物、モズ、ッグミ

のような野′島、カタクチイヮシ、アジ、マガレイ、アユ、ハマグリ、アサリ、シジミ、タニシのよ

うな魚介類、 ヒジキ、ノリのような海草類、カヤ、コナラ、野生クリ、野生クルミのような木の実

類、キビ、アヮ、 ヒエのような穀類、ナタネのようなアブラナ科の種子油試料など、各種遺跡試料

や現生試料の脂肪酸との類似度を比較 した。予めデータベースの脂肪酸組成とクラスター分析を行

い、その中から出土状況を考慮 して類似度の高い試料を選び出し、再びクラスター分析によリパター

ン間距離にして表 したのが図 4である。

図からわかるように、三田谷 I遺跡の試料hlは単独でA群を形成 した。三田谷 I遺跡の試料

Nα 7は原川遺跡、寺田遺跡、ニホンジカ、イノシシ試料と共に相関行列距離 0。 1以内でB群を形成

し、よく類似 していた。三田谷 I遺跡の試料h3、 地 4は それらのみで相関行列距離 0.05以 内で

E群を形成 し、非常によく類似 していた。三田谷 I遺跡の試料Nα 2、 Nα 5、 Nα 6は イヌ試料と共に

相関行列距離 0.05以 内で同一群を形成 し、非常によく類似 していたが、図 4の 中では大きく分け
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てF群を形成 した。他の対照試料は三田谷 I遺跡試料が同一群にないためにF群同様に大きく分け

て G、 H、 I群を形成 した。これらの群のうちA群はB群と相関行列距離約 0.1の 所にあり、互い

によく類似 しており、 C、 D群 とも相関行列距離 0。 15以内で類似 していた。

クラスター分析の成績から三田谷 I遺跡の壷No l試料にはヒト遺体を直接埋葬 したことに関わる

遺跡の試料やヒトの体脂肪試料、 ヒトの胎盤試料、ニホンジカ、イノシシのような動物試料、イワ

シ、シジミ、 ヒジキのような魚介類、海草類の脂肪の混在が推測された。そこでクラスター分析か

ら導き出されたこれらの動植物がどれぐらいの割合で混ざっているかを求めた。相関行列距離の短

い動物の脂肪酸組成に基づいて、ラグランジェの未定係数法を用いて誤差の二乗和が最も小さくな

るような動植物の組み合わせを数理計算 し、各々の試料中の動植物の分布割合を求めた。試料Nα l

ではナタネ油試料は相関行列距離的には非常に離れた所にあったが、この試料中には高級脂肪酸の

エルシン酸が多く含まれているので、ナタネ油試料 も数理計算の組み合わせに加えた。その結果を

表 3-1と 3-2に示す。表 3-1の試料Nα lを例にとれば、試料配 1に残存する動植物が原川遺

跡の試料 25.8%、 寺田遺跡の試料 17.1%、 イノシシ 14.3%、 シジミ10.9%、 ヒトの体脂肪 10.6%、

ナタネ 91%、 ニホンジカ 4.9%、 ヒジキ 3.9%、 カタクチイワシ 2.3%、 ヒトの胎盤が 1.1%で ある

時、試料中の残存脂肪分析値が計算上の分析値に最も誤差なく近似することを示 している。壷Nα 2

試料についてはナタネ油試料を入れずに数理計算を行ったが、分析値の誤差の二乗和の最小値が

100以上で大きすぎて、計算値がそのまま使えるものではなかった。試料hlの分析値の二乗和の

最小値は44で、試料Nα l中 での動植物の分布割合は一応の目安になるものであった。それによれ

ば試料Nα lは ヒト埋葬に関わるような遺跡の試料やヒトの体脂肪試料が全体の半分、ナタネ油試料

が全体の約 1割、動植物試料が約 4割を占めていることがわかった。 ヒトの胎盤試料は約 1%と、

非常にわずかしか占めていなかった。このことから壷Nα lが胞衣壺である可能性は少ない。

以上、三田谷 I遺跡の壺Nα l試料と対照土壌試料NQ 7に 残存する脂肪は、 ヒト遺体を直接埋葬 し

たことに関わる遺跡の試料やヒトの体脂肪試料、 ヒトの胎盤試料、ニホンジカ、イノシシのような

動物試料、イワシ、シジミ、 ヒジキのような魚介類、海草類の脂肪と類似 していることがわかった。

壷Nα 2試料に残存する脂肪は近 くに類似する試料がなく、特定することができなかった。今回の試

料は上述のようにヒトも含む様々な動植物試料の脂肪と類似 しており、かつ壷そのものと壷内土壌

試料とでは類似傾向が異なり、壷の内容物の特定は困難であった。 しか し、ラグランジェの未定係

数法を用いた数理解析により壺配 1に残存する脂防の分布割合を求めると、 ヒト遺体に関わる試料

の脂肪が全体の半分、ナタネ油のような試料の脂肪が約 1割、シカ、イノシシ、イワシ、シジミ、

ヒジキのような動植物の脂肪が約 4割を占めている時、理論上の分布割合に最も近づくことがわかっ

た。

6.脂 肪酸組成 による種特異性相関

残存脂防の脂防酸組成から種を特定するために、中級脂肪酸 (炭素数 16のパル ミチン酸から炭

素数 18の ステアリン酸、オレイン酸、 リノール酸、 リノレン酸まで)と高級脂肪酸 (炭素数 20の

アラキジン酸以上)と の比をX軸に、飽和脂肪酸と不飽和脂肪酸との比をY軸にとり種特異性相関

を求めた。この比例配分により第 1象限の原点から離れた位置に高等動物の血液、脳、神経組織、

臓器等に由来する脂肪、第 1象限から第 2象限の原点から離れた位置にヒト胎盤、第 2象限の原点
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から離れた位置に高等動物の体脂肪、骨油に由来する脂肪がそれぞれ分布する。第 2象限から第 3

象限にかけての原点付近に植物と微生物、原点から離れた位置に植物腐植、第 3象限から第 4象限

にかけての原点から離れた位置に海産動物に由来する脂肪が分布する。

試料の残存脂肪から求めた種特異性相関を図 5に示す。図からわかるように、試料hlは単独で

A群、配 3と No 4は E群を形成 していずれも第 1象限内に、L7は単独でB群、Nα 2、 Nα 5、 血 6

はF群を形成 していずれも第 2象限内に分布 した。 A、 E群の分布位置は試料中に残存する脂肪が

高等動物の血液、脳、神経組織、臓器、胎盤等の特殊な部分に由来 し、 B、 F群のそれは試料中に

残存する脂肪が、 ヒトを含む高等動物の体脂肪や骨油に由来することを示唆 している。

以上、三田谷 I遺跡の 2つ の壺そのものと壺No 2内上層試料Nα 4に 残存する脂肪は高等動物の血

液、脳、神経組織、l‐E器、胎盤等の特殊な部分に由来 し、 2つ の壷内土壌試料と対照土壌試料のそ

れはヒトを含む高等動物の体脂肪や骨油に由来することがわかった。

フ.総 括

三田谷 I遺跡から出上 した遺構の性格を判定するために、遺構内外の土壌試料の残存脂肪分析を

行った。残存する脂肪の脂肪酸分析、ステロール分析、脂肪酸組成の分布に基づく数理解析の結果、

2つ の壺そのものの試料中には動物由来のコレステロールが多 く分布 していた。壷が土師器である

ことを考えると、壷の内容物は壺そのものに浸みてゆくと想定でき、壷内には動物由来のものが入っ

ていたと推定される。 しかし、今回は壼そのものと壷内土壌試料に残存する脂肪に一定の傾向が見

られず、それぞれが個々に様々な対照試料の脂肪と類似 していた。従って、壷内に動物由来のもの

が入っていたと推定されるが、動物の種類については特定できなかった。 しかし、ラグランジェの

未定係数法を用いた数理解析により壷Nα lに 残存する脂肪の分布割合を求めると、 ヒト遺体に関わ

る試料の脂肪が全体の半分、ナタネ油のような試料の脂肪が約 1割、シカ、イノシシ、イワシ、シ

ジミ、 ヒジキのような動植物の脂肪が約 4割を占めている時、理論上の分布割合に最 も近づ くこと

がわかった。壷NQと にはヒト遺体に関する遺物が存在 していた可能性が高い。壺m2は残存する脂

肪の分布割合が算出できてもあまり目安になるものではなかったが、壷配 2は壷No lと は多少性質

が異なっていることがわかった。 ヒト遺体やヒトの骨もしくは動物種の精確な判定には、動物種特

有の抗原抗体反応を用いた免疫試験を行うと詳細が判明する場合 もある。
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表 1 土壌試料の残存脂肪抽出量

湿重量 (g) 全脂質仙g) 抽出率(%)議式米判寸α 名料試

SX-01   目叡寸αl

〃    言訓α2

″  周 辺

土

土 (蝿)

土 (帽)

土 (聘)

土

1128,9

70。 2

1524。 3

465。 7

254.8

310,1

203,0

10.2

12.7

23.5

17.0

19.8

38.0

3.6

0。 0009

0.0181

0.0015

0.0037

0,0078

0.0123

0。 0018

表 2 試料中に分布するコレステロールとシトステロールの割合

言式米半Nα コレステロール(%) シトステロール(%)  昇と登ゥr笠 卜乃
1

2

3

4

5

6

7

12.02

5。 72

12.95

4.93

6,95

4.72

5,73

11.10

10,79

14.33

11.67

10.45

12.47

16.06

1.08

0,53

0.90

0.42

0,67

0。 38

0.36
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表 3-1 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成から算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 用‖迎1  寺田遺跡  ヒト周筋  ヒト‖盤  イノンン ニホンジカ カタクチイワン シジミ 計算檀 謝鞣離

C16:0
C16:1
C18:0
C18:1
C18,2
C18:3
C20:0
C20:1
C2012
C2014
C20:5
C22:0
022:1
C2212
C2216
C24:0
C24:1

38.6

11.8
11.2
2.5

3.3
0.6

7.5
13.5
4.1

6。 9

0。 1

61.1

13.2

5,6

44,4
7.0

24.6
13.5
4.5

2.4
0.3
0.2
tre.

tre.

0。 9

0。 3

0.3
0.1

1.2
0.3

57.2
10.5
1.0

10.0
4.6
8.8

43.6340.2   45,9
11.5   22.8
15,9  6.4
8.0  14.0
-   4。 3

8.3  1.1
1,5  2.0

2.5   -
6.6  0.4
0.4  1.3
-   0,4

4,7  1.0
0.5  0.3

3.2  7.8

-   0.3

0.5
41.3

分布割合(%)  25,8 17.1 2.3 10.9

表 3-2 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成から算出した動植物脂肪の分布割合

脂肪酸 _ヽ2 同‖訪 寺田齢 ヒト制印防  と卜朧  イノンシ  エホンジカ  カタクチイワン  シジヽ 計算檀 晶!球講

C16:0
C16■
C18:0
C18:1
C18:2
018:3
C2010
C20:1
C2012
C20:4
C20:5
C2210
C22:1
C22:2
C22:6
C2410
C24:1

31.8

12.4

13.1

2.1

6.5

0.4

14.0

19.8

39,8
2,8

14.3

5.7

10.5

0.6
1.5
0.1

10,8

2.0

7.1
0.4

40.2
■.5
15。 9

8.0

8.3
1.5

50.8
9,0
7.8

15.0

50,0
12.9
8.5
10.2
9.8

2.3

57.2
10,5
1.0

10.0
4.6
8.8

144.7235。 8    61.1
3。 9    -
12.9    13.2
15,9   5。 6

11.5     -

0.5   1.5
0.3   1.5
0.4    -
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第 1図 遺構配置状況及び SX-01出土状況
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第 3図 試料中に残存する脂肪のステロール組成
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第 2図 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成
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第 4図 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成樹状構造図
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第5図 試料中に残存する脂肪の脂肪酸組成による種特異性相関
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